
112 2011年6月号

こんな回路
● 市販のアンプを改良します
　実践Ⅰでは，±12 V直流電源で動作するヘッドホ
ン・アンプを設計してみます．

　ヘッドホン・アンプの回路には種々の方式がありま
す．個人的には，図1に示すようなOPアンプ型のア
ーキテクチャ（高ゲインのアンプを極分離によって位
相補償するというワイドラー型）が好みなのですが，
今回は世間で音質が良いと評判の回路を参考に設計し
てみました．
　ベースとした回路は，参考文献（17）（p.90）に載って
いるA－S2000というヤマハのプリメイン・アンプに
内蔵されているヘッドホン・アンプです．元の回路は
±60 V電源で動作させる回路ですが，ヘッドホン・
アンプのためだけに高電圧の電源回路を用意するのは
大変ですから，より一般的な±12 V電源で動作する
ように再設計しました．
　設計に使用するトランジスタは，SPICEモデルの
充実しているトランジスタ（ローム）を使用し，入力差
動回路にはペアJFET（三洋）を使いました．この
JFETのみ，自作の簡易デバイス・モデルを使用して図1　アンプのアーキテクチャの一例（OPアンプ・タイプ）

実践Ⅰ
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本コースでは，ヘッドホン・アンプを例に，シミュレーションを使った増幅回路の設計法とその手順
をお見せします．
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